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は
じ
め
に

　

伝
能
因
所
持
本
『
枕
草
子
』（
以
下
、
能
因
本
）（

（
（

の
奥
書
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

枕
草
子
は
、
人
ご
と
に
持
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と
に
よ
き
本
は
世
に
あ
り
が
た
き
物
な
り
。
こ
れ
も
さ
ま
で
は
な
け
れ
ど
、
能
因
が
本
と
聞

け
ば
、
む
げ
に
は
あ
ら
じ
と
思
ひ
て
、
書
き
写
し
て
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
。
草
子
が
ら
も
手
が
ら
も
わ
ろ
け
れ
ど
、
こ
れ
は
い
た
く
人
な
ど
に
貨

さ
で
お
か
れ
さ
ぶ
ら
ふ
べ
し
。
な
べ
て
お
ほ
か
る
中
に
、
な
の
め
な
れ
ど
、
な
ほ
こ
の
本
も
い
と
心
よ
く
も
お
ぼ
え
さ
ぶ
ら
は
ず
。
さ
き

の
一
条
院
の
一
品
の
宮
の
本
と
て
見
し
こ
そ
、
め
で
た
か
り
し
か
、
と
本
に
見
え
た
り
。（
４
６
９
ペ
ー
ジ
）

こ
こ
に
は
二
種
類
の
『
枕
草
子
』
が
記
さ
れ
る
。
一
本
は
、
能
因
本
の
名
の
由
来
に
も
な
っ
た
能
因
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
本
で
、
奥
書
に

よ
る
と
「
草
子
が
ら
も
手
が
ら
も
わ
ろ
け
れ
ど
」
と
、
草
子
の
様
子
も
筆
跡
も
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
本
が
前
一
条
院
一

品
宮
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
め
で
た
か
り
し
か
」
と
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
残
念
な
こ
と
に

早
く
に
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。
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『
枕
草
子
』
の
善
本
所
蔵
に
関
連
し
て　
　



三
八

　

念
の
た
め
に
確
認
し
て
お
く
と
、
能
因
法
師
（
橘
永
愷
）
は
平
安
中
期
の
歌
人
で
、
清
少
納
言
と
は
血
縁
で
は
な
い
も
の
の
姻
戚
関
係
に
あ

る
（
清
少
納
言
の
夫
橘
則
光
の
男
則
長
〈
母
は
清
少
納
言
か
〉
と
、
能
因
の
姉
妹
と
の
間
に
則
季
と
い
う
男
が
い
る
）。
清
少
納
言
と
も
無
縁

で
は
な
く
、
な
お
か
つ
歌
人
と
し
て
も
著
名
な
能
因
が
所
持
し
て
い
た
な
ら
ば
良
い
本
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
の
も
当
然
だ
が
、「
な
ほ
こ

の
本
も
い
と
心
よ
く
も
お
ぼ
え
さ
ぶ
ら
は
ず
」
と
、
期
待
通
り
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
、「
ま
こ
と
に
よ
き
本
は
世
に
あ
り
が

た
き
」
と
い
う
『
枕
草
子
』
の
中
で
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
伝
前
一
条
院
一
品
宮
所
持
本
で
あ
る
。

　

前
一
条
院
一
品
宮
と
は
、
一
条
天
皇
第
一
皇
女
脩
子
内
親
王
（
母
は
中
宮
定
子
）
を
指
す
。
清
少
納
言
が
仕
え
た
中
宮
定
子
所
生
の
皇
女
だ

か
ら
、
そ
こ
に
善
本
と
い
え
る
『
枕
草
子
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
頷
け
る
。
し
か
し
、
文
学
作
品
の
所
蔵
者
と
し
て
、
脩
子
内
親

王
の
名
が
あ
が
る
意
義
は
そ
れ
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
脩
子
内
親
王
は
、
父
帝
鍾
愛
の
第
一
皇
女
と
し
て
一
条
朝
に
お
い
て
重
く

扱
わ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
一
条
朝
に
お
い
て
も
、
天
皇
の
唯
一
の
姉
と
し
て
丁
重
な
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
養
子
と
し
た
延

子
が
入
内
し
た
後
朱
雀
朝
に
お
い
て
は
、
延
子
の
養
母
と
し
て
参
内
し
、
異
母
弟
後
朱
雀
天
皇
と
対
面
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
主
人
（
キ
サ

キ
（
（
（

・
斎
院
・
内
親
王
な
ど
）
と
そ
こ
に
集
う
人
た
ち
（
女
房
な
ど
）
に
よ
る
文
化
的
・
文
学
的
営
為
と
そ
の
活
動
の
場
を
「
文
化
圏
」（

（
（

と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
が
、
小
論
は
脩
子
内
親
王
の
文
化
圏
を
探
り
、
脩
子
内
親
王
が
『
枕
草
子
』
の
善
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
の
意
味
を
再
考
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
脩
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
近
藤
（
満
田
）
み
ゆ
き
氏
の
ご
論
が
あ
り（

（
（

、
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。

一　

生
涯

　

脩
子
内
親
王
（
長
徳
二
年
〈
九
九
六
〉
～
永
承
四
年
〈
一
〇
四
九
〉、
五
十
四
歳
）
は
一
条
天
皇
第
一
皇
女
（
母
は
中
宮
定
子
）
で
あ
る
。

同
母
弟
妹
に
式
部
卿
敦
康
親
王
と
媄
子
内
親
王
、
異
母
弟
に
後
一
条
天
皇
と
後
朱
雀
天
皇
が
い
る
。
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
二
歳
で
内
親
王
と

な
り
、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
十
歳
で
着
裳
・
叙
三
品
、
翌
三
年
に
二
品
、
さ
ら
に
翌
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
二
歳
で
一
品
に
叙
さ
れ
、
准
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九

三
宮
と
な
っ
た
。
第
一
内
親
王
が
、
他
の
内
親
王
に
比
し
て
特
別
な
扱
い
を
受
け
た
こ
と
は
一
文
字
昭
子
氏
の
ご
論
文
に
詳
し
い（

（
（

。
脩
子
内
親

王
は
中
宮
所
生
の
第
一
内
親
王
で
あ
り
、
な
お
か
つ
一
品
で
あ
っ
た
。
従
来
、
一
品
親
王
・
内
親
王
は
少
な
く
、
安
田
政
彦
氏
に
よ
る
と
、
大

宝
令
施
行
以
降
後
冷
泉
朝
ま
で
の
約
三
百
六
十
年
間
に
在
世
し
た
皇
子
女
（
親
王
一
二
四
人
、
内
親
王
一
五
〇
人
）
の
う
ち
、
一
品
に
至
っ
た

の
は
親
王
十
二
人
、
内
親
王
九
人
と
い
う（

（
（

。
脩
子
内
親
王
は
父
一
条
天
皇
鍾
愛
の
内
親
王
と
し
て
、
幼
く
し
て
非
常
に
高
い
品
位
を
与
え
ら
れ

た
。

　

以
下
、
脩
子
内
親
王
に
関
す
る
略
年
表
で
あ
る
。

和
暦
（
西
暦
）

年
齢

天
皇

事
項

長
徳
二
年
（
九
九
六
）

１
歳

一
条　

誕
生

長
徳
三
年
（
九
九
七
）

２
歳

内
親
王
宣
下

長
徳
四
年
（
九
九
八
）

３
歳

着
袴

長
保
元
年
（
九
九
九
）

４
歳

同
母
弟
敦
康
親
王
誕
生

長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）

５
歳

同
母
妹
媄
子
内
親
王
誕
生

▼
母
皇
后
定
子
薨
（
24
歳
）

長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）

７
歳

▼
叔
母
藤
原
道
隆
四
女
（
御
匣
殿
）
没

▼
叔
母
藤
原
原
子
（
東
宮
妃
）
没

寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）

10
歳

着
裳
。
同
日
、
叙
三
品

寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）

11
歳

叙
二
品

寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）

12
歳

叙
一
品
。
同
日
、
年
官
年
爵
。
准
三
宮
。
本
封
の
外
、
加
千
戸

寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）

13
歳

▼
同
母
妹
媄
子
内
親
王
薨
（
９
歳
）

異
母
弟
敦
成
親
王
（
の
ち
の
後
一
条
天
皇
。
母
中
宮
彰
子
）
誕
生

寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）

14
歳

異
母
弟
敦
良
親
王
（
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
。
母
中
宮
彰
子
）
誕
生

寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）

15
歳

▼
伯
父
藤
原
伊
周
没
（
37
歳
）

寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）

16
歳

一
条　

三
条　

▼
父
一
条
天
皇
崩
（
32
歳
）

叔
父
藤
原
隆
家
の
邸
に
移
御
《
道
長
不
快
》



四
〇

長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）

18
歳

三
条
宮
に
移
御
《
故
一
条
天
皇
の
旧
臣
、
参
仕
》

長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）

20
歳

▼
叔
父
隆
円
没
（
36
歳
）

長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）

21
歳

三
条　

後
一
条

異
母
弟
後
一
条
天
皇
即
位

寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）

23
歳

▼
同
母
弟
敦
康
親
王
薨
（
20
歳
）

寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）

25
歳

藤
原
頼
宗
女
延
子
（
５
歳
）
を
養
子
に
す
る

万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）

29
歳

出
家

長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）

41
歳

後
一
条

後
朱
雀

▼
異
母
弟
後
一
条
天
皇
崩
（
29
歳
）

異
母
弟
後
朱
雀
天
皇
即
位

長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）

45
歳

〔
正
月
五
日
庚
申
〕
一
品
宮
脩
子
内
親
王
歌
合

長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）

46
歳

夏
一
品
宮
脩
子
内
親
王
歌
合

長
久
三
年
（
一
〇
四
二
）

47
歳

養
子
藤
原
延
子
（
27
歳
）、
入
内

寛
徳
元
年
（
一
〇
四
四
）

49
歳

▼
叔
父
藤
原
隆
家
没
（
66
歳
）

寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）

50
歳

後
朱
雀

後
冷
泉

▼
異
母
弟
後
朱
雀
天
皇
崩
（
37
歳
）

甥
後
冷
泉
天
皇
即
位

養
子
延
子
、
正
子
内
親
王
を
産
む

永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）

54
歳

▼
薨

年
表
中
で
「
▼
」
を
付
し
た
の
は
、
脩
子
内
親
王
の
近
親
者
の
死
に
関
わ
る
事
項
だ
が
、
親
弟
妹
・
伯
叔
父
・
叔
母
と
、
非
常
に
多
く
の
人
に

先
立
た
れ
た
こ
と
が
判
る
。
中
で
も
父
母
・
同
母
弟
妹
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
肉
親
を
比
較
的
早
く
に
亡
く
し
て
い
る
。『
栄
花
物
語
』
に
お

い
て
脩
子
内
親
王
は
そ
れ
ほ
ど
描
写
が
多
い
人
物
で
は
な
い
が
、
正
編
で
は
誕
生
が
記
さ
れ
る
巻
五
「
浦
々
の
別
」
の
他
は
、
母
定
子
の
死

（
巻
七
「
と
り
べ
野
」）、
同
母
妹
媄
子
内
親
王
の
死
お
よ
び
伯
父
伊
周
の
死
（
巻
八
「
は
つ
は
な
」）、
父
一
条
天
皇
の
死
（
巻
九
「
い
は
か

げ
」）、
叔
父
隆
円
の
死
（
巻
十
二
「
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
」）、
そ
し
て
同
母
弟
敦
康
親
王
の
死
（
巻
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」）
と
、
近
親
者
の
死

に
関
連
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

さ
て
、
内
親
王
の
後
見
は
母
方
の
親
族
が
担
う
の
が
一
般
的
だ
か
ら
、
脩
子
内
親
王
は
幼
く
し
て
後
見
を
失
い
、
そ
の
後
は
道
長
・
彰
子
の
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四
一

庇
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
脩
子
内
親
王
は
そ
れ
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
父
一
条
院
の
正
日
法
要
の
後
、
十
六
歳

の
脩
子
内
親
王
は
突
如
と
し
て
叔
父
隆
家
の
邸
に
移
っ
た
。『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
八
月
十
一
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（

（
（

。

今
夜
一
品
親
王
従
院
渡
給
中
納
言
隆
家
云
々
、
但
男
一
品
宮
不
遷
給
云
々
、
一
品
宮
令
他
処
之
事
、
左
府
気
色
不
快
云
々
、
忽
渡
他
所
給

有
事
故
云
々
、
藤
中
納
言
密
語
耳
、

脩
子
内
親
王
の
移
御
に
対
し
て
道
長
は
「
不
快
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
下
玉
利
百
合
子
氏
は
「
こ
こ
に
至
っ
て
、
彼
女
は
、
よ
る
辺
な
い
弟
宮

の
傍
去
ら
ず
後
見
る
べ
き
「
姉
の
責
務
」
よ
り
も
、
断
乎
、「
第
一
皇
女
の
自
恃
」
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
折
を
境
に
、
姉

弟
は
、
終
生
居
を
と
も
に
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
彰
子
の
猶
子
で
あ
っ
た
敦
康
親
王
が
、
敦
成
・
敦
良
親
王
誕
生
後
に
「
使

い
捨
て
」
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
下
玉
利
氏
の
ご
論
に
詳
し
い
が
、
脩
子
内
親
王
は
そ
う
し
た
道
長
・
彰
子
に
抗
議
し
た
と
い
え
よ
う
。
近
藤

み
ゆ
き
氏
は
「
こ
の
遷
御
を
決
定
的
な
機
会
と
し
て
、
脩
子
は
実
質
的
な
後
見
を
隆
家
に
委
ね
る
事
に
な
っ
た
ら
し
い
」
と
し
、「
父
帝
崩
御

後
の
脩
子
の
周
辺
に
は
、
頼
通
に
婿
取
ら
れ
る
な
ど
終
始
道
長
庇
護
下
に
置
か
れ
た
敦
康
と
は
対
象
的
に
、
隆
家
と
そ
の
一
族
を
は
じ
め
中
関

白
家
の
身
内
が
親
昵
す
る
よ
う
な
人
的
環
境
が
想
定
さ
れ
る
」
と
す
る
。
脩
子
内
親
王
は
父
一
条
天
皇
に
鍾
愛
さ
れ
て
社
会
的
に
重
く
遇
さ

れ
、
ま
た
中
宮
定
子
の
血
を
引
く
第
一
皇
女
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

二　

三
条
朝
・
後
一
条
朝

　

三
条
朝
の
脩
子
内
親
王
の
事
蹟
と
し
て
、
特
筆
す
べ
き
は
三
条
宮
に
移
御
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
正
月

二
十
八
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

資
平
云
、
昨
日
〈
戌
剋
〉、
一
品
宮
〈
故
院
女
一
〉、
遷
給
三
条
宮
、
御
車
用
金
作
檳
榔
毛
、
従
車
有
数
、
大
納
言
道
綱
、
中
納
言
俊
賢
・

頼
通
、
参
ー
（
議
）
経
房
・
兼
隆
・
正
光
・
実
成
・
道
方
・
頼
定
等
祗
候
、
故
院
旧
臣
挙
首
参
仕
、
但
殿
上
人
依
甚
雨
不
騎
馬
云
々
、
隆



四
二

家
卿
於
廉
中
行
事
、
上
達
部
已
上
饗
饌
、
亦
有
碁
手
紙
者
、

雨
の
中
、
脩
子
内
親
王
（
十
八
歳
）
の
移
御
に
大
納
言
道
綱
以
下
の
上
達
部
九
人
と
殿
上
人
が
従
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
死
か
ら
一
年
半
を

経
て
な
お
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
上
達
部
を
動
か
す
一
条
天
皇
の
徳
の
高
さ
と
と
も
に
、
一
条
天
皇
が
生
前
い
か
に
脩
子
内
親
王
を
鍾
愛
し
た
の

か
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
三
条
宮
に
脩
子
内
親
王
は
終
生
在
す
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

　

三
条
朝
を
経
て
、
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
に
異
母
弟
敦
成
親
王
（
後
一
条
天
皇
）
が
即
位
し
た
。
後
一
条
朝
の
脩
子
内
親
王
文
化
圏
の
有

様
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、『
更
級
日
記
』（

（（
（

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
と
暗
く
な
り
て
三
条
の
宮
の
西
な
る
所
に
着
き
ぬ
。
ひ
ろ
び
ろ
と
あ
れ
た
る
所
の
、
過
ぎ
来
つ
る
山
々
に
も
劣
ら
ず
、
大
き
に
お
そ
ろ

し
げ
な
る
み
や
ま
木
ど
も
の
や
う
に
て
、
都
の
う
ち
と
も
見
え
ぬ
所
の
さ
ま
な
り
。
あ
り
も
つ
か
ず
、
い
み
じ
う
も
の
騒
が
し
け
れ
ど
も
、

い
つ
し
か
と
思
ひ
し
こ
と
な
れ
ば
、「
物
語
も
と
め
て
見
せ
よ
、
物
語
も
と
め
て
見
せ
よ
」
と
、
母
を
せ
む
れ
ば
、
三
条
の
宮
に
、
親
族

な
る
人
の
、
衛
門
の
命
婦
と
て
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
、
尋
ね
て
、
文
遣
り
た
れ
ば
、
め
づ
ら
し
が
り
て
よ
ろ
こ
び
て
、
御
前
の
を
お
ろ
し
た
る

と
て
、
わ
ざ
と
め
で
た
き
冊
子
ど
も
、
硯
の
筥
の
蓋
に
入
れ
て
お
こ
せ
た
り
。
う
れ
し
く
い
み
じ
く
て
、
夜
昼
こ
れ
を
見
る
よ
り
う
ち
は

じ
め
、
ま
た
ま
た
も
見
ま
ほ
し
き
に
、
あ
り
も
つ
か
ぬ
都
の
ほ
と
り
に
、
た
れ
か
は
物
語
も
と
め
見
す
る
人
の
あ
ら
む
。（
２
９
４
ペ
ー
ジ
）

孝
標
女
が
帰
京
し
た
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
の
こ
と
で
、
脩
子
内
親
王
は
当
時
二
十
五
歳
で
あ
る
。
物
語
を
せ
が
む
孝
標
女
の
願
い
を
叶
え

る
た
め
、
母
は
伝
手
を
頼
っ
た
。
そ
れ
が
脩
子
内
親
王
に
仕
え
る
衛
門
命
婦
だ
が
、
衛
門
命
婦
は
「
御
前
の
を
お
ろ
し
た
る
」
つ
ま
り
、
脩
子

内
親
王
下
賜
の
物
語
類
を
贈
っ
て
く
れ
た
。「
一
条
院
よ
ろ
づ
に
し
奉
ら
せ
給
へ
り
し
何
の
御
調
度
」（『
栄
花
物
語
』
巻
二
十
一
「
後
く
ゐ
の

大
将
」、
１
４
３
ペ
ー
ジ
）（

（（
（

と
、
一
条
天
皇
は
脩
子
内
親
王
の
た
め
に
様
々
な
調
度
を
用
意
し
た
と
い
う
が
、
調
度
類
だ
け
で
は
な
く
か
な
り

の
質
と
量
を
誇
る
物
語
類
も
脩
子
内
親
王
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
。
す
で
に
父
母
・
同
母
弟
妹
は
亡
い
が
、
後
一
条
朝
に
お
け
る
脩

子
内
親
王
は
、
異
腹
と
は
い
え
天
皇
の
唯
一
の
姉
で
あ
る
。
当
時
、
一
品
で
あ
っ
た
内
親
王
は
脩
子
内
親
王
だ
け
で
あ
り
、
後
一
条
朝
の
脩
子

内
親
王
も
、
確
固
た
る
存
在
感
を
有
し
て
い
た
。
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ま
た
こ
の
年
、
脩
子
内
親
王
は
イ
ト
コ
に
あ
た
る
伊
周
女
を
母
と
す
る
頼
宗
女
延
子
を
養
子
と
し
た（

（（
（

。『
栄
花
物
語
』
に
は
「
宮
は
、
春
宮

大
夫
殿
（
＝
頼
宗
）
ゝ
中
姫
君
（
＝
延
子
）、
ま
だ
稚
く
お
は
せ
し
折
よ
り
、
と
り
は
な
ち
養
ひ
奉
ら
せ
給
け
る
」（
巻
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大

将
」、
１
４
３
ペ
ー
ジ
）
と
脩
子
内
親
王
の
出
家
と
併
せ
て
記
さ
れ
る
が
、『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
十
一
月
二
十
五
日
条
に
は

「
民
部
大
輔
（
源
）
方
理
来
伝
一
品
宮
（
脩
子
内
親
王
）
御
消
息
云
、（
中
略
）
或
云
、
以
左
衛
門
督
頼
宗
女
（
藤
原
延
子
）
為
彼
宮
養
子
被
着

袴
云
々
」
と
あ
り
、
実
資
に
対
し
二
十
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
延
子
の
着
袴
の
儀
へ
の
出
席
要
請
が
あ
っ
た
。
倉
田
実
氏
は
「
着
袴
以
前
に

養
女
の
話
が
起
こ
り
、
着
袴
で
正
式
の
養
女
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
す
る
。
頼
宗
は
道
長
男
と
は
い
え
明
子
所
生
の
た
め
、
倫
子

所
生
の
頼
通
・
教
通
に
比
し
て
官
位
は
劣
っ
て
お
り
、
娘
を
一
品
宮
の
養
子
と
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
四
年
後
の
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）、
脩
子
内
親
王
は
二
十
九
歳
の
と
き
に
出
家
し
た
。『
栄
花
物
語
』
巻
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」

に
は

こ
の
宮
の
内
は
更
な
り
、
大
宮
（
＝
彰
子
）・
内
・
東
宮
ま
で
聞
し
め
し
て
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
き
こ
え
さ
せ
給
。
さ
る
は
こ
の
正

月
に
、
大
宮
の
京
極
殿
に
お
は
し
ま
し
ゝ
に
行
幸
あ
り
し
に
、
宮
も
そ
こ
に
渡
ら
せ
給
て
、
御
対
面
あ
り
し
に
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
物

を
お
ぼ
し
知
る
様
の
御
物
語
な
ど
あ
り
て
、
今
よ
り
は
内
に
お
は
し
ま
す
べ
く
聞
え
さ
せ
給
て
、
年
頃
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
悔
し
う
思
ひ

き
こ
え
さ
せ
給
に
、
か
ゝ
る
御
事
を
聞
し
め
し
て
、
あ
は
れ
に
口
惜
し
う
お
ぼ
し
め
す
。（
１
４
２
ペ
ー
ジ
）

と
あ
り
、
正
月
に
後
一
条
天
皇
と
脩
子
内
親
王
が
久
し
ぶ
り
に
対
面
し
、
天
皇
は
「
年
頃
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
悔
し
う
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
」

て
、
脩
子
内
親
王
に
内
裏
住
み
を
勧
め
た
矢
先
の
こ
と
だ
っ
た
と
記
す
。
出
家
に
関
し
て
は
、「
大
宮
よ
り
も
殿
（
＝
道
長
）
よ
り
も
、
御
さ

う
ぞ
く
奉
ら
せ
給
」（
同
、
１
４
３
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
に
脩
子
内
親
王
が
隆
家
邸
に
移
御
し
た
際
に
道
長
は
不
快

だ
っ
た
と
い
う
が
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
の
延
子
の
着
袴
に
は
そ
の
祖
父
道
長
の
口
入
が
あ
っ
た
か
と
実
資
は
記
し
て
い
る
か
ら
（『
小

右
記
』
十
一
月
二
十
七
日
条
）、
両
者
は
決
し
て
没
交
渉
で
は
な
く
、
脩
子
内
親
王
出
家
の
際
に
道
長
が
物
質
的
援
助
を
し
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
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さ
て
、
延
子
の
入
内
の
噂
は
、『
栄
花
物
語
』
続
篇
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
頼
宗
ノ
〕
中
姫
君
（
＝
延
子
）
は
前
一
品
の
宮
に
、
一
所
つ
れ
〴
〵
に
て
お
は
し
ま
せ
ば
、
迎
へ
奉
ら
せ
給
て
、
い
み
じ
く
か
し
づ
き

奉
ら
せ
給
て
、
そ
れ
も
内
に
と
お
ぼ
し
め
し
た
れ
ど
、
内
大
臣
殿
の
御
事
（
＝
教
通
女
生
子
ノ
入
内
）
だ
に
か
く
難
け
れ
ば
、
い
か
で
か

お
ぼ
し
寄
ら
ん
。
一
品
宮
は
一
条
院
の
皇
后
宮
の
御
腹
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
内
の
御
妹
に
お
は
し
ま
す
。
御
文
通
ひ
、
女
房
な
ど
も
参
り

通
ひ
て
、
院
（
＝
上
東
門
院
）
に
行
幸
あ
る
に
も
渡
り
あ
は
せ
給
て
御
対
面
な
ど
あ
り
け
り
。
春
宮
大
夫
殿
の
上
（
＝
頼
宗
室
）
は
、
帥

殿
（
＝
伊
周
）
ゝ
姫
君
に
も
の
し
給
へ
ば
、
一
品
宮
に
は
離
れ
さ
せ
給
は
ぬ
御
中
に
て
、
姫
君
を
も
御
子
に
し
奉
り
給
へ
る
な
る
べ
し
。

三
条
宮
に
お
は
し
ま
す
。
御
手
め
で
た
く
か
ゝ
せ
給
。
琴
・
琵
琶
弾
く
人
々
候
ひ
て
、
い
と
を
か
し
く
弾
き
合
せ
遊
ば
せ
給
。
こ
の
姫
君

も
、
筝
の
琴
い
と
お
か
し
く
弾
か
せ
給
。
御
か
た
ち
も
い
と
あ
て
に
お
か
し
げ
に
も
の
し
給
ふ
。（
巻
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」、
３
４
４

ペ
ー
ジ
）

天
皇
と
出
家
後
の
脩
子
内
親
王
は
「
御
文
通
ひ
、
女
房
な
ど
も
参
り
通
ひ
て
」
と
良
好
な
関
係
で
あ
っ
た
い
う
。
脩
子
内
親
王
は
「
御
才
な
ど

は
い
み
じ
か
り
し
御
筋
に
て
お
は
し
ま
せ
ば
に
や
」（
巻
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」、
１
４
１
ペ
ー
ジ
）
と
、
中
宮
定
子
の
血
を
引
い
て
才
長

け
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
さ
ら
に
「
御
手
め
で
た
く
か
ゝ
せ
給
」
と
手
跡
も
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
出
家
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
琴
・
琵
琶
弾
く
人
々
候
ひ
て
、
い
と
を
か
し
く
弾
き
合
せ
遊
ば
せ
給
」
と
楽
才
す
ぐ
れ
た
人
々
が
集
っ
て
、
在
所
は
華
や
い
で
い
た
よ
う
で

あ
る
。
養
子
と
し
た
延
子
は
「
御
か
た
ち
も
い
と
あ
て
に
お
か
し
げ
」
で
、「
筝
の
琴
い
と
お
か
し
く
弾
か
せ
給
」
と
い
う
。
脩
子
内
親
王
に

し
て
も
、
延
子
の
将
来
に
期
待
を
掛
け
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三　

後
朱
雀
朝

　

出
家
し
た
と
は
い
え
、
脩
子
内
親
王
は
決
し
て
仏
道
三
昧
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
後
朱
雀
朝
で
は
二
度
の
歌
合
を
催
し
た
ら
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し
い（

（（
（

。
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）〔
正
月
五
日
庚
申
〕
一
品
宮
脩
子
内
親
王
歌
合
〔
歌
合
大
成
番
号
一
二
六
〕
と
、〔
長
久
二
年
〕
夏　

一
品
宮

脩
子
内
親
王
歌
合
〔
同
一
三
一
〕
で
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
諸
歌
集
に
歌
が
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
出
家
し
て
も
な

お
、
文
化
・
文
学
的
活
動
に
積
極
的
な
脩
子
内
親
王
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）〔
正
月
五
日
庚
申
〕
一
品
宮
脩
子
内
親
王
歌
合
〔
同
一
二
六
〕
は
『
夫
木
抄
』（
八
二
九
一
番
歌
）
に
詠
み
人
知
ら

ず
の
歌
が
一
首
残
る
だ
け
で
、
な
お
か
つ
「
暦
（
マ
マ
。「
天
暦
」
ト
ス
ル
本
モ
ア
リ
）
四
年
正
月
庚
申
一
品
宮
歌
合
」
と
あ
る
詞
書
で
は

「
一
品
宮
」
が
脩
子
内
親
王
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
萩
谷
朴
氏
は
『
和
歌
合
抄
目
録
』
に
長
暦
四
年
（
＝
長
久
元
年
）
の
「
一
条
院
入
道

一
品
宮
歌
合
」
の
記
録
の
あ
る
こ
と
や
、
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
で
は
相
応
し
い
内
親
王
が
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
『
夫
木
抄
』
所
収
の
歌

が
、『
和
歌
合
抄
目
録
』
に
あ
る
「
題
古
歌
合
」
と
合
う
こ
と
か
ら
「
天
暦
四
年
と
は
長
暦
四
年
の
謬
伝
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
と
す
る
。

「
古
歌
合
」
は
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
の
「
天
暦
二
年
九
月
十
五
日
庚
申
陽
成
院
一
宮
姫
君
歌
合
」〔
同
四
二
〕
を
意
識
し
て
先
蹤
と
し
た
も
の

と
い
う
。
脩
子
内
親
王
の
叔
父
隆
家
（
六
十
二
歳
）
は
前
中
納
言
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
宰
権
帥
と
し
て
経
済
的
に
は
安
定
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
か
ら
、
一
品
宮
の
後
見
と
し
て
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
延
子
の
実
父
頼
宗
は
、
の
ち
の
後
冷
泉
朝
歌
壇
に
お
い
て
は
指
導
的
役
割

を
果
た
す
ほ
ど
の
歌
人
で
も
あ
る
か
ら
、
頼
宗
の
後
援
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
翌
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
に
も
脩
子
内
親
王
は
歌
合
を
催
し
て
い
る
。〔
長
久
二
年
〕
夏　

一
品
宮
脩
子
内
親
王
歌
合
〔
同
一
三

一
〕
で
、『
千
載
集
』（
一
七
一
番
歌
）、『
万
代
集
』（
五
八
九
・
二
四
四
六
番
歌
）、『
夫
木
抄
』（
三
四
五
三
・
一
一
三
八
一
番
歌
）
に
、
枇
杷

殿
皇
太
后
宮
五
節
（
五
節
）・
小
命
婦
・
加
賀
左
衛
門
・
相
模
の
歌
が
残
っ
て
い
る
。『
和
歌
合
抄
目
録
』
に
よ
る
と
、
題
は
五
題
で
十
番
の
歌

合
で
あ
っ
た
。
萩
谷
朴
氏
は
「
こ
の
五
首
〔
筆
者
注　
『
千
載
集
』
以
下
ノ
五
首
〕
が
、
全
て
一
度
の
歌
合
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は

容
易
に
決
し
難
い
が
、
こ
れ
ら
五
首
の
歌
に
見
ら
れ
る
菖
蒲
・
花
橘
・
郭
公
・
瞿
麦
・
夏
恋
の
五
題
は
、
た
ま
た
ま
和
歌
合
抄
目
録
に
題
五
首

と
あ
る
数
と
合
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
全
て
が
夏
題
と
し
て
纏
っ
て
居
り
、
か
つ
、
各
題
の
歌
題
と
し
て
の
比
重
が
よ
く
釣
合
っ
て
い
る
」
と

し
、
同
一
歌
合
に
お
け
る
歌
と
し
て
い
る
。
出
詠
歌
人
の
枇
杷
皇
太
后
宮
五
節
は
姸
子
の
女
房
だ
っ
た
が
、
姸
子
没
（
万
寿
四
年
〈
一
〇
二



四
六

七
〉）
後
、
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
上
東
門
院
彰
子
菊
合
〔
同
一
二
二
〕
に
出
詠
し
て
お
り
、
彰
子
女
房
に
な
っ
た
か
と
も
さ
れ
る
。
萩
谷

氏
は
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
み
え
る
五
節
命
婦
（
嵯
峨
命
婦
）
と
同
一
人
の
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
五
節
命
婦
は
『
秦
箏
相
承
血
脈
』

に
「
麗
景
殿
女
御
女
房
」、
つ
ま
り
延
子
の
女
房
と
あ
る
か
ら
、
脩
子
内
親
王
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
脩
子
内
親
王
の
歌
合
に
出
詠
し
た
五
節

は
五
節
命
婦
と
同
一
人
と
み
る
の
は
、
い
か
に
も
相
応
し
い
。
ま
た
、
他
の
出
詠
者
の
う
ち
、
加
賀
左
衛
門
と
相
模
は
脩
子
内
親
王
女
房
で
、

そ
れ
ぞ
れ
既
に
歌
合
に
出
詠
経
験
の
あ
る
歌
人
で
あ
る
。
小
命
婦
は
他
文
献
に
は
見
え
な
い
が
、
脩
子
内
親
王
女
房
で
あ
ろ
う
か
。
萩
谷
氏
が

「
当
代
の
錚
錚
た
る
女
流
歌
人
を
つ
ど
え
て
の
純
粋
歌
合
で
は
あ
り
、
個
個
の
歌
品
も
低
か
ら
ず
、
御
年
配
の
内
親
王
を
中
心
に
、
心
を
こ
め

て
詠
進
し
た
さ
ま
も
想
像
せ
ら
れ
る
」
と
評
す
る
よ
う
に
、
私
的
で
小
規
模
な
歌
合
な
が
ら
も
名
の
知
ら
れ
た
女
流
歌
人
を
集
め
て
の
催
し
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
家
後
の
女
主
人
が
歌
合
を
催
す
こ
と
は
、
た
と
え
ば
上
東
門
院
彰
子
菊
合
が
あ
り
、
皆
無
と
は
い
え
な
い
が
、
出

家
し
た
内
親
王
主
催
の
歌
合
は
前
例
が
み
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
、
母
后
と
し
て
隠
然
と
し
た
勢
力
を
有
す
る
上
東
門
院
彰
子
と
脩
子
内
親
王
と

は
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
歌
合
主
催
は
、
脩
子
内
親
王
の
文
学
的
活
動
へ
の
強
い
関
心
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

四　

延
子
の
入
内

　

さ
て
、
延
子
の
入
内
は
後
一
条
朝
で
も
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
入
内
は
後
朱
雀
朝
の
長
久
三
年
（
一
〇
四
二
）
で
あ
る
。

入
道
一
品
宮
、
春
宮
大
夫
殿
ゝ
姫
君
参
ら
せ
奉
ら
ん
と
申
さ
せ
給
て
、
参
ら
せ
奉
ら
せ
給
。
一
品
宮
も
入
ら
せ
給
て
、
御
対
面
な
ど
あ
り

け
り
。
三
日
ば
か
り
あ
り
て
宮
は
出
で
さ
せ
給
ぬ
。
大
夫
殿
こ
れ
も
つ
と
候
ひ
給
。（
巻
三
十
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」、
４
１
４
ペ
ー
ジ
）

後
朱
雀
天
皇
に
は
、
東
宮
時
に
尚
侍
嬉
子
（
道
長
女
）
が
入
侍
し
、
親
仁
親
王
（
の
ち
の
後
冷
泉
天
皇
）
を
産
ん
で
没
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

禎
子
内
親
王
（
三
条
天
皇
皇
女
）
が
入
侍
、
良
子
・
娟
子
内
親
王
と
尊
仁
親
王
（
の
ち
の
後
三
条
天
皇
）
を
産
ん
で
い
る
。
即
位
後
は
関
白
頼

通
養
女
の
嫄
子
が
入
内
・
立
后
し
、
祐
子
・
禖
子
内
親
王
を
産
ん
で
没
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
内
大
臣
教
通
女
の
生
子
が
入
内
し
て
い
る
か
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ら
、
延
子
は
五
人
目
の
キ
サ
キ
で
あ
る
。
他
の
四
人
に
比
す
と
、
権
大
納
言
を
実
父
に
持
つ
延
子
は
家
格
で
は
も
っ
と
も
劣
る
が
、
そ
れ
を
埋

め
る
の
が
、
一
品
宮
養
子
と
い
う
出
自
の
格
上
げ
で
あ
ろ
う
。
天
皇
の
唯
一
の
姉
で
、
格
式
高
い
一
品
宮
で
あ
る
脩
子
内
親
王
は
養
母
と
し
て

延
子
の
入
内
に
付
き
添
い
、
天
皇
と
対
面
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
と
、
延
子
の
直
廬
は
麗
景
殿
で
、
東
宮
妃
章
子
内
親
王
の
直
廬
だ
っ
た
宣
耀
殿
と
は
近
く
、「
宣
耀
殿
、
麗
景

殿
い
と
近
き
程
に
て
、
加
賀
左
衛
門
、
出
羽
弁
な
ど
い
ひ
交
す
」（
同
、
４
１
４
ペ
ー
ジ
）
と
、
延
子
女
房
の
加
賀
左
衛
門
と
章
子
内
親
王
女

房
の
出
羽
弁
は
親
し
く
贈
答
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
加
賀
左
衛
門
は
、
さ
き
の
脩
子
内
親
王
歌
合
に
出
詠
し
た
女
房
で
、
延
子
入
内
に
際
し

て
、
延
子
女
房
と
し
て
宮
中
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う（

（（
（

。『
袋
草
紙
』
に
よ
る
と
、
延
子
の
父
頼
宗
は
、
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
の
「
祐
子
内
親

王
歌
合
」〔
同
一
四
一
〕
へ
の
加
賀
左
衛
門
の
出
詠
を
強
く
推
挙
し
た
と
い
う
か
ら
、
延
子
女
房
の
中
で
は
歌
人
と
し
て
優
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
実
際
、『
後
拾
遺
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
も
入
集
し
て
い
る
。
有
能
な
女
房
を
抱
え
る
こ
と
は
、
後
宮
生
活
の
必
須
条
件
の
ひ
と
つ
だ

か
ら
、
歌
才
あ
る
加
賀
左
衛
門
の
存
在
は
、
入
内
し
た
延
子
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ろ
う
。
延
子
は
後
朱
雀
天
皇
の
皇
子
を
産
む
こ
と
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
に
正
子
内
親
王
を
産
ん
だ
。
そ
し
て
脩
子
内
親
王
没
後
の
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
に
は
「
前
麗

景
殿
女
御
延
子
歌
絵
合
」〔
同
一
三
九
〕（「
正
子
内
親
王
絵
合
」
と
も
称
さ
れ
る
）
を
催
し
て
い
る
（
歌
人
は
、
相
模
・
伊
勢
大
輔
・
加
賀
左

衛
門
）。
萩
谷
氏
は
「
頼
宗
が
女
御
や
内
親
王
の
徒
然
を
お
慰
め
す
る
為
に
催
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
が
、
出
詠
歌
人

や
歌
合
を
催
す
こ
と
自
体
に
、
養
母
で
あ
っ
た
脩
子
内
親
王
の
薫
陶
が
活
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

脩
子
内
親
王
の
文
化
圏
と
女
房

　

魅
力
あ
る
文
化
圏
に
欠
か
せ
な
い
の
が
魅
力
あ
る
女
房
で
あ
る
。
延
子
女
房
と
な
っ
た
加
賀
左
衛
門
も
歌
才
が
優
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、

脩
子
内
親
王
の
女
房
と
し
て
最
も
有
名
な
の
は
歌
人
相
模
で
あ
る
。
相
模
は
か
つ
て
は
「
乙
侍
従
」
の
名
で
中
宮
姸
子
に
仕
え
て
い
た
が
、
夫
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大
江
公
資
と
と
も
に
相
模
に
下
り
、
そ
の
任
果
て
て
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
に
帰
京
し
て
後
、
脩
子
内
親
王
に
仕
え
た
と
い
う
。
長
元
八
年

（
一
〇
三
五
）
の
「
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」〔
同
一
二
三
〕（
高
陽
院
水
閣
歌
合
と
も
）
以
下
の
歌
合
に
多
数
詠
進
し
、
和
歌
六
人
党
の
指
導

的
存
在
と
な
る
な
ど
、
後
朱
雀
朝
・
後
冷
泉
朝
に
お
け
る
、
最
も
有
名
か
つ
重
要
な
女
流
歌
人
の
一
人
で
あ
る
。『
後
拾
遺
集
』
以
下
の
勅
撰

集
に
四
十
首
も
入
集
し
、『
百
人
一
首
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
歌
人
相
模
が
女
房
と
し
て
仕
え
て
い
る
こ
と
は
、
脩
子
内
親
王
文
化
圏
を
魅

力
あ
る
も
の
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
経
信
集
』
Ⅲ（

（（
（

に
は
、
経
信
が
脩
子
内
親
王
の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
の
、
相
模
と
の
や
り
と
り

が
残
る
。

　
　

�

十
月
ば
か
り
に
、
入
道
一
品
宮
に
参
り
た
り
し
に
、
相
模
が
急
ぎ
出
で
ゝ
会
ひ
て
、「
異
人
と
な
む
思
ひ
つ
る
に
」
と
言
ひ
し
か
ば
、

「
心
な
く
参
り
に
け
る
か
な
」
と
言
ひ
し
ほ
ど
に
、
月
い
と
明
か
り
し
に
、
時
雨
の
せ
し
を
見
て

月
ふ
り
隠
す
雨
に
音
し
て
（
一
五
二
）

　
　

と
言
ひ
し
か
ば
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模

唐
衣
袖
こ
そ
濡
る
れ
秋
の
夜
は

源
経
信
は
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
、
そ
の
経
信
の
下
句
に
即
座
に
上
句
を
付
け
る
こ
と
の
出
来
る
女
房
と
し
て
の
相
模
の
存
在
は
貴
重
で
あ

る
。
ま
た
、
次
の
『
後
拾
遺
集
』
の
相
模
の
歌
な
ど
も
、
脩
子
内
親
王
文
化
圏
あ
る
い
は
相
模
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

入
道
一
品
宮
に
人
々
参
り
て
遊
び
侍
り
け
る
に
、
式
部
卿
敦
貞
親
王
、
笛
な
ど
を
か
し
う
吹
き
侍
り
け
れ
ば
、
か
の
親
王
の
も
と
に

侍
り
け
る
人
の
も
と
に
、
又
の
日
、
昨
夜
の
笛
の
を
か
し
か
り
し
由
、
言
ひ
に
つ
か
は
し
た
り
け
る
を
、
親
王
、
伝
へ
聞
き
て
、

「
思
ふ
こ
と
の
通
ふ
に
や
。
人
し
も
こ
そ
あ
れ
。
聞
き
咎
め
け
る
」
な
ど
侍
り
け
る
返
事
に　
　

相
摸

い
つ
か
ま
た
こ
ち
く
な
る
べ
き
鶯
の
さ
へ
づ
り
添
へ
し
夜
半
の
笛
た
け
（
巻
一
九
・
雑
五
・
一
一
五
〇
）

脩
子
内
親
王
の
許
に
集
う
人
々
の
中
に
は
、
敦
貞
親
王
（
小
一
条
院
第
一
皇
子
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。「
式
部
卿
」
と
あ
る
の
は
極
官
だ
ろ
う

か
ら
、
当
該
歌
の
詠
歌
年
時
に
お
け
る
敦
貞
親
王
の
官
職
は
不
明
だ
が
、
皇
親
で
あ
る
親
王
が
訪
れ
る
女
流
の
文
化
圏
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な



脩
子
内
親
王
の
文
化
圏

四
九

い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
敦
貞
親
王
は
笛
を
「
を
か
し
う
」
吹
い
た
と
い
う
。
そ
の
笛
の
音
を
相
模
は
聞
き
留
め
、
親
王
の
も
と
に
い
る
知
人
に
そ
の
旨

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
親
王
か
ら
も
返
事
が
来
た
と
い
う
。
歌
人
相
模
だ
か
ら
こ
そ
、
親
王
も
返
事
を
寄
越
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
相
模
の
最

初
の
出
仕
先
と
考
え
ら
れ
る
の
は
中
宮
姸
子
（
三
条
天
皇
中
宮
）
で
、
道
長
女
と
し
て
の
権
勢
を
誇
り
、
ま
し
て
や
姸
子
の
派
手
好
き
は
有
名

だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
華
や
か
さ
に
比
し
た
と
き
、
一
品
と
は
い
え
出
家
後
の
脩
子
内
親
王
の
三
条
宮
は
い
か
に
も
地
味
で
あ
る
。
ま
た
、
近
藤

み
ゆ
き
氏
が
「
脩
子
家
の
女
房
と
は
等
し
並
み
に
括
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
延
子
に
出
仕
の
体
を
取
る
者
と
文
字
通
り
の
脩
子
家
女
房
と
に
二

大
別
さ
れ
る
よ
う
な
の
だ
が
」
と
し
て
、
前
者
に
加
賀
左
衛
門
、
後
者
に
相
模
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
相
模
は
延
子
入
内
に
際
し
て
も
延

子
女
房
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
十
歳
過
ぎ
て
出
詠
し
た
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
の
「
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」

（
高
陽
院
水
閣
歌
合
）
で
高
い
評
価
を
得
て
宮
廷
歌
壇
に
登
場
し
た
相
模
に
し
て
み
れ
ば
、
文
化
的
・
文
学
的
活
動
に
深
い
造
詣
を
持
つ
脩
子

内
親
王
の
も
と
で
の
女
房
生
活
も
、
相
応
に
充
実
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
相
模
は
「
前
麗
景
殿
女
御
延
子
歌
絵
合
」
に
出
詠

し
て
い
る
か
ら
、
脩
子
内
親
王
没
後
の
出
仕
先
は
不
明
な
が
ら
、
延
子
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
脩
子
内
親
王
の
も
と
に
は
陸
奥
と
い
う
女
房
も
い
た
。『
後
拾
遺
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

入
道
一
品
宮
に
侍
り
け
る
陸
奥
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る　
　

源
頼
綱
朝
臣

　
　

奥
山
の
真
木
の
葉
し
の
ぎ
降
る
雪
の
い
つ
と
く
べ
し
と
見
え
ぬ
君
か
な
（
巻
一
一
・
恋
一
・
六
三
六
）

陸
奥
に
つ
い
て
は
、
高
野
瀬
惠
子
氏
の
ご
論
考（

（（
（

に
詳
し
い
。
歌
人
藤
原
実
方
の
孫
に
あ
た
り
、
薫
物
の
調
合
に
す
ぐ
れ
た
女
房
で
あ
っ
た
と
い

う
。
姪
に
は
歌
人
肥
後
が
お
り
、
そ
の
他
に
も
一
族
に
は
歌
人
が
複
数
い
た
。
陸
奥
に
恋
歌
を
贈
っ
た
源
頼
綱
は
、
兄
に
和
歌
六
人
党
の
頼
実

が
お
り
、
歌
合
に
も
出
詠
し
た
人
物
で
、
そ
う
し
た
頼
綱
に
恋
歌
を
贈
ら
れ
た
の
が
陸
奥
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
続
詞
花
集
』
に
も
脩
子
内
親
王
女
房
が
み
え
る
。

　
　
　
　

入
道
一
品
宮
な
る
女
の
、
五
節
の
童
に
て
侍
り
け
る
を
見
て
、
後
に
つ
か
は
し
け
る

	

平
経
章
朝
臣



五
〇

　
　

雲
の
上
に
日
か
げ
か
ざ
し
し
か
ひ
も
な
く
山
ゐ
の
氷
と
け
で
止
み
に
し
（
巻
一
一
・
恋
上
・
五
二
一
）

　
　
　
　

返
し	

女

　
　

ゆ
き
ず
り
に
山
ゐ
の
氷
と
け
た
ら
ば
か
は
す
日
か
げ
も
ま
ば
ゆ
か
ら
ま
し
（
同
・
五
二
二
）

五
節
の
童
は
五
節
の
舞
姫
に
付
き
従
う
童
女
だ
か
ら
、「
入
道
一
品
宮
な
る
女
」
と
い
う
詞
書
や
恋
歌
の
贈
答
を
み
る
と
、「
五
節
の
童
」
に
は

疑
問
も
残
る
が
、
平
経
章
は
『
後
拾
遺
集
』
に
二
首
み
え
る
歌
人
で
あ
る
。
こ
の
女
房
の
名
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
陸
奥
に
し
ろ
こ
の
女
房
に
し

ろ
、
脩
子
内
親
王
の
と
こ
ろ
に
は
源
頼
綱
や
平
経
章
な
ど
、
そ
れ
な
り
の
歌
人
に
恋
歌
を
贈
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
贈
答
が
勅
撰
集
・
私
撰
集
に

入
る
ほ
ど
の
女
房
が
複
数
い
た
。

　

さ
ら
に
、
脩
子
内
親
王
の
文
化
圏
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
、
次
の
『
四
条
宮
下
野
集
』
で
あ
る
。

津
の
守
師
家
、
入
道
一
品
宮
の
書
か
せ
給
へ
る
万
葉
集
の
抄
を
得
さ
せ
給
ふ
と
て
、「
こ
れ
は
我
が
い
み
じ
き
物
と
思
ふ
物
な
り
。

形
見
に
せ
よ
」
な
ど
あ
り
し
を
、
亡
く
な
り
て
、
こ
の
冊
子
を
見
る
に
あ
は
れ
な
り

　
　

猶
ざ
り
に
契
る
と
思
ひ
し
古
の
あ
と
ぞ
ま
こ
と
に
形
見
な
り
け
る
（
一
五
四
）

藤
原
師
家
は
脩
子
内
親
王
が
書
い
た
『
万
葉
集
』
の
抄
出
本
を
所
持
し
、
そ
れ
を
自
分
の
形
見
に
し
て
欲
し
い
と
下
野
に
与
え
て
い
た
と
い

う
。
師
家
は
、
脩
子
内
親
王
の
叔
父
隆
家
の
孫
だ
か
ら
、
そ
の
縁
で
脩
子
内
親
王
の
『
万
葉
集
』
の
抄
が
師
家
に
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
脩

子
内
親
王
が
『
万
葉
集
』
を
書
写
し
た
と
い
う
の
は
、
興
味
深
い
。『
万
葉
集
』
を
分
類
再
編
し
、
か
つ
訓
み
を
付
し
た
『
類
聚
古
集
』
の
存

在
が
平
安
後
期
に
は
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
『
万
葉
集
』
の
抄
も
、
女
性
で
あ
る
脩
子
内
親
王
蔵
本
だ
か
ら
訓
み
を
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
脩

子
内
親
王
は
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
と
「
御
手
め
で
た
く
か
ゝ
せ
給
」（
前
掲
）
と
筆
跡
に
優
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
高
貴
な
一
品
内
親
王
自

ら
が
書
き
写
し
た
『
万
葉
集
』
な
ら
ば
も
ち
ろ
ん
貴
重
な
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
脩
子
内
親
王
の
文
化
的
・
文
学
的
活
動

へ
の
関
わ
り
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
が
脩
子
内
親
王
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
価
値
・
信
頼
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

脩
子
内
親
王
は
積
極
的
に
文
学
作
品
を
書
写
・
収
集
し
て
い
た
。
頼
通
に
よ
る
大
規
模
な
歌
集
収
集
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
脩
子
内
親
王



脩
子
内
親
王
の
文
化
圏

五
一

の
も
と
に
も
相
当
数
の
物
語
類
・
歌
集
が
集
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

脩
子
内
親
王
は
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
二
月
七
日
に
五
十
四
歳
で
薨
じ
た
。『
後
拾
遺
集
』
に
は
そ
の
死
を
悼
む
女
房
小
侍
従
命
婦
と
相

模
の
贈
答
が
残
っ
て
い
る
。

入
道
一
品
宮
隠
れ
給
ひ
て
葬
送
の
供
に
ま
か
り
て
、
ま
た
の
日
、
相
模
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

	

小
侍
従
命
婦

晴
れ
ず
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ
鳥
辺
山
立
ち
か
へ
り
つ
る
今
朝
の
霞
は
（
巻
一
〇
・
哀
傷
・
五
四
五
）

二
月
十
五
日
の
こ
と
に
や
あ
り
け
ん
。
か
の
宮
の
葬
送
の
後
、
相
模
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

古
の
薪
も
今
日
の
君
が
世
も
つ
き
果
て
ぬ
る
を
見
る
ぞ
悲
し
き
（
同
・
五
四
六
）

返
し	

相
模

時
し
も
あ
れ
春
の
半
ば
に
あ
や
ま
た
ぬ
夜
半
の
煙
は
疑
ひ
も
な
し
（
同
・
五
四
七
）

葬
送
の
日
は
二
月
十
五
日
（
釈
迦
入
滅
の
日
）
で
、
相
模
は
脩
子
内
親
王
の
仏
縁
は
「
疑
ひ
も
な
し
」
と
詠
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　

脩
子
内
親
王
は
中
宮
定
子
所
生
の
一
条
天
皇
第
一
皇
女
で
あ
り
、
一
品
宮
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
特
別

多
く
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
み
る
脩
子
内
親
王
は
、
歌
人
相
模
・
加
賀
左
衛
門
ら
を
女
房
に
抱
え
、
出

家
後
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
歌
合
を
催
し
、
人
々
が
集
う
華
や
か
な
文
化
圏
を
築
い
て
い
た
。
中
で
も
、
能
因
本
奥
書
・『
更
級
日
記
』・『
四

条
宮
下
野
集
』
に
記
さ
れ
た
良
質
の
物
語
類
・
歌
集
類
の
収
集
あ
る
い
は
書
写
は
、
脩
子
内
親
王
が
文
学
に
深
い
造
詣
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

物
語
る
。
母
中
宮
定
子
・
父
一
条
天
皇
、
同
母
弟
妹
の
敦
康
親
王
・
媄
子
内
親
王
が
早
く
に
亡
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
母
方
の
親
族



五
二

（
中
関
白
家
）
の
多
く
が
早
世
し
て
し
ま
っ
た
中
で
、
定
子
の
血
を
引
く
人
物
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
後
一
条
朝
・
後
朱
雀
朝
に
確
固
と

し
た
存
在
感
を
有
し
た
の
が
脩
子
内
親
王
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
文
化
圏
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
う
し
た
脩
子
内
親
王
文
化
圏
の
様
を
考
え
た
と
き
、
能
因
本
の
奥
書
に
「
さ
き
の
一
条
院
の
一
品
の
宮
の
本
と
て
見
し
こ
そ
、
め
で
た
か

り
し
か
」
と
記
さ
れ
た
『
枕
草
子
』
が
脩
子
内
親
王
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
脩
子
内
親
王
が
、
清
少
納
言
の
主
で
あ

る
定
子
所
生
の
皇
女
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
脩
子
内
親
王
は
積
極
的
に
文
化
的
・
文
学
的
活
動
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
多

く
の
優
れ
た
物
語
・
歌
集
の
書
写
・
収
集
と
い
う
行
為
が
あ
っ
た
。『
枕
草
子
』
の
善
本
所
蔵
も
そ
の
一
端
と
捕
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
た

し
か
に
、
定
子
所
生
の
皇
女
脩
子
内
親
王
に
『
枕
草
子
』
が
伝
わ
る
の
も
道
理
だ
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
・
文
学
的
活
動
を
行
っ
た

脩
子
内
親
王
所
蔵
だ
か
ら
こ
そ
の
価
値
・
意
義
が
あ
っ
た
、
と
と
ら
え
る
方
が
、
よ
り
正
し
い
理
解
だ
と
考
え
る
。

注（
１
）　

能
因
本
『
枕
草
子
』
の
本
文
は
、
松
尾
聡
・
永
井
和
子
氏　

校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
小
学
館　

一
九
七
四
・
四
）
に
よ
る
。

算
用
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
。
傍
線
筆
者
。
以
下
同
。

（
２
）　

皇
后
・
女
御
な
ど
、
天
皇
あ
る
い
は
東
宮
の
妻
の
意
で
「
キ
サ
キ
」
の
語
を
使
い
、
立
后
し
た
キ
サ
キ
の
意
の
「
后
」
と
使
い
分
け
る
こ
と
に
す
る
。

（
３
）　

小
論
で
用
い
る
「
文
化
圏
」
は
、「
サ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
キ
サ
キ
な
ど
と
そ
の
女
房
た
ち
（
の
ま
と
ま
り
）
を
示
す
意
の

「
後
宮
」
と
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
と
え
ば
、「
定
子
文
化
圏
」
と
「
定
子
後
宮
」
は
ほ
ぼ
同
義
の
場
合
も
あ
る
が
、
内
親
王
や
斎
院
な
ど
、
キ

サ
キ
以
外
を
中
心
と
す
る
ま
と
ま
り
も
考
察
対
象
と
す
る
た
め
、「
文
化
圏
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
４
）　

近
藤
（
満
田
）
み
ゆ
き
氏
「
相
模
伝
試
論　
　

中
年
期
以
後
の
軌
跡　
　

」（『
古
典
和
歌
論
叢
』
明
治
書
院　

一
九
八
八
・
四　

所
収
、
の
ち
『
古

代
後
期
和
歌
文
学
の
研
究
』
風
間
書
房
に
収
録
）。
以
下
、
近
藤
氏
の
ご
論
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
５
）　

一
文
字
昭
子
氏
「
平
安
時
代
の
女
一
宮　
　

史
実
と
物
語
（『
う
つ
ほ
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
狭
衣
物
語
』）
か
ら　
　

」（『
国
文
目
白
』
三
七
、
一

九
九
八
・
二
）

（
６
）　

安
田
政
彦
氏
「
一
品
親
王
」（『
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
・
七　

所
収
）



脩
子
内
親
王
の
文
化
圏

五
三

（
７
）　

下
玉
利
百
合
子
氏
「
試
論　

枕
草
子
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て　
　

第
一
皇
子
敦
康
親
王
（
下
）　　

」（『
平
安
文
学
研
究
』
七
五　

一
九
八
六
・
六
、
の

ち
『
枕
草
子
周
辺
論　

続
篇
』
笠
間
書
院
に
収
録
）。
同
様
の
指
摘
は
、『
平
安
時
代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
・
四
）「
脩
子
内
親
王
」
の
項

目
（
福
嶋
昭
次
氏
担
当
）
な
ど
に
も
見
え
る
。

（
８
）　
『
小
右
記
』
の
本
文
は
『
大
日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
七
・
一
）
に
よ
る
。〈　

〉
内
は
小
字
。

（
９
）　

三
条
宮
は
、
の
ち
、
脩
子
内
親
王
の
養
子
と
な
っ
た
延
子
所
生
の
正
子
内
親
王
の
所
領
と
な
っ
た
。『
中
右
記
』
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
二
月
二
十

二
日
条
に
「
未
時
許
当
西
北
有
焼
亡
、（
中
略
）
不
論
大
小
皆
為
煨
燼
、
前
斎
院
〈
後
朱
雀
院
女
也
、
正
子
〉、
三
条
坊
門
万
利
小
路
家
焼
了
。
件
所
本

是
故
入
道
一
品
家
、
斎
院
伝
領
給
也
」
と
あ
る
。
な
お
、『
中
右
記
』
の
本
文
は
『
増
補
史
料
大
成
〈
普
及
版
〉』（
臨
川
書
店　

二
〇
〇
一
・
八
）
に
よ

る
。〈　

〉
内
は
割
注
。

（
10
）　
『
更
級
日
記
』
の
本
文
は
犬
養
廉
氏
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

和
泉
式
部
日
記　

紫
式
部
日
記　

更
級
日
記　

讃
岐
典
侍
日
記
』（
小

学
館　

一
九
九
四
・
九　

所
収
）
に
よ
る
。

（
11
）　
『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
松
村
博
司
・
山
中
裕
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

栄
花
物
語
』
下
（
岩
波
書
店　

一
九
六
五
・
一
〇
）
に
よ
る
。
人

物
に
注
を
付
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
12
）　

脩
子
内
親
王
と
養
子
延
子
に
つ
い
て
は
、
倉
田
実
氏
「
入
内
し
た
養
女
た
ち　
　

後
朱
雀
朝
の
後
宮　
　

」（『
王
朝
摂
関
期
の
養
女
た
ち
』
翰
林
書

房　

二
〇
〇
四
・
一
一　

所
収
）
に
詳
し
い
。
以
下
、
倉
田
氏
の
ご
論
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
13
）　

歌
合
に
つ
い
て
は
、
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
・
一
一
）
に
よ
っ
た
。

（
14
）　

植
村
真
知
子
氏
は
、
加
賀
左
衛
門
は
「
脩
子
内
親
王
の
所
に
仕
え
て
い
た
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
延
子
の
方
に
近
く
仕
え
て
い

た
」
と
す
る
（「
加
賀
左
衛
門
考
」、『
古
典
と
民
俗
』
一
、
一
九
七
五
・
一
一
）。

（
15
）　

以
下
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店　

一
九
八
三
・
二
、
一
九
八
四
・
三
）、
私
家
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』（CD

-RO
M

版　

エ
ム
ワ
イ
企
画　

二
〇
〇
八
・
一
二
）
に
よ
る
。
表
記
は
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
16
）　

近
藤
み
ゆ
き
氏
は
、「
脩
子
の
周
辺
に
は
（
中
略
）
隆
家
と
そ
の
一
族
を
は
じ
め
中
関
白
家
の
身
内
が
親
昵
す
る
よ
う
な
人
的
環
境
が
想
定
さ
れ
る
」

と
し
て
、
敦
貞
親
王
も
隆
家
・
脩
子
内
親
王
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。

（
17
）　

高
野
瀬
惠
子
氏
「『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
女
房
陸
奥
を
め
ぐ
っ
て
」（『
瞿
麦
』
二
二
、
二
〇
〇
七
・
一
〇
）


